



























（1） a. John always loves Mary.
  ジョンは いつも 愛する メァリを
 b. *John loves always Mary.
  ジョンは 愛する いつも メァリを
（1b）の文頭に付けた * マークは、この文は不適格、不可であるという印で
す。英語は（1a）の語順でなければなりません。ところがイタリア語では、
（2） a. *Gianni sempre ama Maria.
  ジャンニは いつも 愛する マリアを
 b. Gianni ama sempre Maria.
  ジャンニは 愛する いつも マリアを
このように、英語とは逆の語順が適格で、（2b）のほうが正しいのです。フラ
ンス語でもこの語順が正しいことが、この論題ではよく知られています。
（3） a. *Jean toujours aime Marie.
  ジャンは いつも 愛する マリーを
 b. Jean aime toujours Marie.







（4） a. O Janis panta agapa  ti Maria.
  ヤニスは いつも 愛する マリアを
 b. O Janis agapa panta  ti Maria.
  ヤニスは 愛する いつも マリアを





























































（5） a. Jonas visada myli Mariją.
  ヨーナスは いつも 愛する マリヤを
 b. Jonas myli visada Mariją.






（1） b. *John loves always Mary.














































































（6） a. My znowu wczoraj poszli-śmy do parku.
  私達は また きのう 行った-1人称複数語尾 に 公園
 　　　「私達はきのうもまたその公園に行った。」
 b. My-śmy znowu wczoraj poszli do parku.
 c. My znowu-śmy wczoraj poszli do parku.
 d. My znowu wczoraj-śmy poszli do parku.









（7） a. Jan zawsze kocha Marię.
  ヤンは いつも 愛する マリアを
 b. Jan kocha zawsze Marię.














































































































































 時制 呼応 法 +の数
 + + + 3 リトアニア語とポーランド語ですべての動詞が動く
  + + 2 ポーランド語の仮定法で by +呼応語尾が動く
 + +  2 英語の直説法で be と完了の have だけが動く
  +  1 英語の仮定法でどの動詞も動かない
 +   1 英語の命令法でどの動詞も動かない
そして今、私は次の学会に向けて動き始めており、オランダのアムステル
ダム大学で12月に行なわれる Verb Movement: Its nature, triggers, and effects（動














 石鍋真澄（1988）『聖母の都市シエナ ― 中世イタリアの都市国家と美術』吉川弘文館
 池上俊一（2001）『シエナ ― 夢見るゴシック都市』中公新書
2. 私が若いころから親しんでいる彼らの著書は次の2冊です。
 Belletti, Adriana （1990） Generalized Verb Movement, Rosenberg & Sellier, Torino.
 Rizzi, Luigi （1990） Relativized Minimality, MIT Press, Cambridge, Massachusetts.
 彼らの最近の著作は、次の通りです。
 Belletti, Adriana （2009） Structures and Strategies, Routledge, New York and London.























 （i） a. 太郎はいつも花子を愛する。






5. Murakami, Madoka （村上まどか） （1992） “From INFL Features to V Movement:  The 
































104ズウォティ（1ズウォティ =約28円）也 ― 昼食にそんなに払ったのかと思うど
ころか、こんなに安いならもう少し頼めばよかったとさえ思いました。
12. 開催2、3日目のことでしたが、こういった不手際にはイタリアに住んでいると驚
かなくなってしまいます。ポーランドはどうなのでしょうか。ポーランド語版で
も同じことでしょうから、ポーランド人が早く文句を言ってくれればよかったの
ですが。
13. 神様、ありがとう!　アムステルダムに「どう?　これが私の素晴らしい動詞移動
の解決方法です!」と発表しに行くことになりました（11月9日通知、12月11日終了）。
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